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私の研究内容は、英語教育学の中でも英文の読み書きのプロセスと指導です。特に

リーディングやライティングにおいて理解や学習がどのように起こるのかと、その

応用として英語教育をいかに行うべきかということをテーマに研究を行ってきまし

た。現在最も関心のあるテーマは、リーディングで培った英語力をどのような介入

や指導をすればライティングの力に転移できるかということです。 
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１．「英語の読む力を書く力につなげるにはどうすればいいのか。」東北学院大学英

語英文学研究所定例公開講演会 ２００６年６月１４日 

２．「英文ライティングの認知的社会的研究と教育」平成１９年度現職教員研修セミ

ナー（英語）２００７年１２月１日 

３．「英文リーディングのストラテジー」平成２０年度東北学院大学文学部英文学科

公開講義 ２００８年１１月８日 

４．「英文ライティングの方法と指導法」平成２１年度教員免許状更新講習 2009 年

8 月 21 日（金） 

５．「英文リーディングの指導法」平成 22 年度教員免許更新講習 2010 年 8 月 21 日

（土） 

６．「リーディングを中心とした統合型の英語指導」平成 23 年度教員免許更新講習

2011 年 8 月 20 日（土） 

７．「学習者を自立させる英語ライティング」平成 23 年度教員免許更新講習 2011 年

8 月 21 日（火） 

８．仙台市教育局学校教育部「英語教員の授業力向上プロジェクト公開研究授業」の

研究協議会における指導助言 平成 24 年 7 月 6 日（金）、於 仙台市立仙台大志高

校 

９．「リーディングを中心とした統合型の英語指導」平成 24 年度教員免許更新講習

2012 年 8 月 21 日（土） 

１０．「学習者を自立させる英語ライティング」平成 24 年度教員免許更新講習 2012

年 8 月 21 日（土） 

１１．「リーディングを中心とした統合型の英語指導」平成 25 年度教員免許更新講
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習 2013 年 8 月 22 日（木） 

１２．「学習者を自立させる英語ライティング」平成 25 年度教員免許更新講習 2013

年 8 月 22 日（木） 

１３．「英語ライティング指導」平成 26 年度教員免許更新講習 2014 年 8 月 20 日（水） 

対応可能時期 授業が入っていない日。依頼を受けてから2か月以上の準備期間が必要。 

対応可能地域 仙台市内 

連絡先 東北学院大学 地域共生推進課（担当：其田、千葉） 

〒980-8511仙台市青葉区土樋1-3-1 

TEL. 022-264-6562／FAX. 022-264-6522 

E-Mail kikou@staff.tohoku-gakuin.ac.jp 
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